
 

説明・協議事項（１） 

 

第１３期鳥取市校区審議会 
「今後の鳥取市立江山中校区の学校のあり方について」答申について 

 

【校区審議会の審議経過等】 ○・・・校区審議会の動き   ●・・・地域の動き 
●平成２８年７月２２日 

「かんどの教育を考える会」が、「近隣の小中学校との小中一貫校又は統合等を望む」要望書を提

出。 

○平成２８年８月２５日（第１３期第２回校区審議会） 

 「かんどの教育を考える会」の会長、副会長から、要望書の説明を受け質疑応答を実施。江山中も

小規模化の課題があることから、江山中も含め、江山中校区全体のあり方を検討していく必要がある

と判断。 

●平成２８年１０月５日 

 「江山校区の学校のあり方を考える会」設立。 

○平成２８年１２月１６日（第１３期第４回校区審議会） 

 美和小、江山中の校舎見学のほか、神戸小において、授業参観及び教職員・保護者等からのヒアリ

ングを実施。  

●平成２９年９月１９日 

「江山校区の学校のあり方を考える会」が、「神戸小・美和小・江山中での小中一貫校設立の検討

を望む」要望書を提出。 

○平成２９年９月２１日（第１３期第９回校区審議会） 

 「江山校区の学校のあり方を考える会」の会長、副会長の他１名の委員から要望書の説明を受け質

疑応答を実施。 

○平成２９年１０月３１日（第１３期第１０回校区審議会） 

 神戸小については、一刻も早く小学校の小規模化を解消する必要があり、近隣の美和小と早期に統

合することが望ましいとする意見で一致。ただし、小中一貫校については、「どのような学校づくりを

進めるのか」等について地域でさらに議論を深めていただくことが必要と判断し、「江山校区の学校の

あり方を考える会」にその旨を文書で依頼。 

●平成３０年１月１０日 

「江山校区の学校のあり方を考える会」が回答文書を提出。 

○平成３０年１月２６日～５月２１日（第１３期第１２～１６回校区審議会） 

 校区再編の複数の選択肢を掲げ、「教育的効果」、「教育環境」、「学校と地域との関わり」について論

点を整理した上、比較検討を実施。その結果、神戸小・美和小・江山中の 3校による「小中一貫型小

学校・中学校又は義務教育学校」を現在の美和小の位置に校舎一体型として設置することが望ましい

という結論に至った。 

●平成３０年４月２４日・５月１７日 

 神戸小・美和小・江山中の PTAが中心となり、江山校区が目指す小中一貫校について議論を開始。 

５月定例教育委員会資料 
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担 当 課 教育総務課校区審議室 
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